
■市営高石団地の老朽化対策
Q築50年が過ぎた。一斉改修すべきでは。
A点検結果や入居者、自治会からの申し
出などを踏まえ、現地を調査し、安全性
や機能に支障があると判断したものは個
別に対応していく。
■緑地保全
Q維持保全活動で発生する廃材処理に対
する市民活動団体からの要望への対応は。
A緑地内の状況により樹木の育成や安全
な作業などに支障があり、市民活動団体
から要望があった場合には、適宜、搬出
処理を行っている。

■自主防災組織
Q市に正式に登録している組織の状況は。
A日ごろから防災訓練や防災啓発活動、
防災資器材の備蓄などに取り組んでいる。
現在の組織数は720団体で、町内会・自
治会を中心に組織している。

■パブリックビューイング
Qザルツブルク音楽祭のパブリックビュ
ーイングとミューザ川崎の10周年記念コ
ンサートが重なった理由は。
AＮＨＫから映像を借りることができる
時期や出演者の予定を含めて調整した結
果、同日の開催となってしまった。

■登戸土地区画整理事業
Q交渉業務を民間活用にした成果は。
A建物調査の件数や補償交渉などの頻度
が増えることで建物移転の合意形成の促
進が図られるなど事業の進捗につながる
効果が出ている。
■高齢者施策
Q26年5月開設の認知症専門病院「かわ
さき記念病院」と連携を図るべきでは。
A同病院は近隣の地域包括支援センター
とともに、地元町内会が実施する認知症
カフェで相談支援を行うなど、地域ぐる
みの取り組みに参加している。

■平間配水所用地の活用
Q図書館分館などの市民利用施設、認可
保育園、高齢者福祉施設などへの活用は。
A市内では貴重なまとまりのある土地な
ので、市の施策が有効に機能するよう公
共公益施設の設置を優先に協議していく。
■中原区の保育
Q中原区での27年4月の新設認可保育園
数と増員数は。
A7施設、440人分の定員となっており、
既存保育所の定員増や小規模保育などの
地域型保育事業も含めると、合計で562
人分の保育受入枠の拡充を予定している。

■羽田空港発着枠の拡大
Q県・横浜・川崎・相模原四首長懇談会
で国に対して提出した要望書について、
庁内連絡会議での協議は。
A今後、庁内に設置した連絡会でも情報
共有し、必要な調整を行っていきたい。

■羽田空港発着枠の拡大
Q国が石油コンビナート等災害防止法上
の飛行禁止区域を飛行する案を示した
が、関係自治体間での協議や、国の回答
を確認して地元説明会を開催すべきでは。
A国から飛行ルートの説明を受け、課題
を持って県や国と協議していきたい。

 

■川崎区内の家屋浸水対策
Q川崎区藤崎2丁目周辺は抜本的な浸水
対策が必要だが、取り組みは。
A26年度から藤崎地区など未対策地域で
浸水シミュレーションを行い、リスクの
高い地区を抽出する作業を開始した。
■フェイスブックの活用
Q市の施設ごとに立ち上げるのではなく、
市としてフェイスブックを立ち上げて、
総括的に情報発信しては。
A効果的な魅力発信のため、写真を複数
掲載できるフェイスブックなどの活用も
検討していきたい。

■殿町3丁目特区計画
Q（仮称）ものづくりナノ医療イノベーショ
ンセンターの事業収支を見直す理由は。
A安定的な事業運営には一定期間を要す
ると聞いており、（公財）市産業振興財団
が運営開始に向けて中期的な収支計画の
策定を行っているところである。

■殿町3丁目特区計画
Q（仮称）ものづくりナノ医療イノベーショ
ンセンター事業には、当初計画どおり税
金を投入しないことを明言してほしい。
A今後に提出予定の収支計画をしっかり
と精査検証していきたい。

■防災対策
Q台風18号では集中豪雨で橘小学校の通
学路に落石が発生した。防災対策の体制
を整えるべきでは。
A学校での児童生徒の安全確保を図るた
め、市の関係部署で連携した体制づくり
を検討していきたい。
■特定公共賃貸住宅の空き家対策
Q急速に進む少子高齢化施策として早期
に実施すべきでは。
A高齢化への対応や若年子育て世帯の支
援などのため、スピード感を持って効果
的な活用を図る。

■高齢者施策
Q医学的知識が必要な患者受け入れのた
め、介護職員の研修で実習を広げては。
A介護職員によるたんの吸引や経管栄養
の処置を可能とするための研修をはじめ、
医学的側面からの感染症に関する正しい
知識とケアの普及啓発に努めている。
■京急川崎駅周辺の整備計画
Qホテル誘致など京急川崎駅周辺の整備
計画が必要だが、見解は。
Aホテルを含めた土地利用など京急川崎
駅周辺地区まちづくり整備方針の策定に
向けた取り組みを進めている。

■本庁舎建替えと民間ビルの賃貸借
Q民間ビルに入居する本庁機能につい
て、本庁舎建替え後はどうするのか。
A新庁舎の完成後も民間ビルの契約期間
が残ることが想定されることから最適な
方法を検討し、27年度中に示したい。
■待機児童対策
Q最も需要の高い２歳児以下の保育施設
の整備として、認可保育所の募集条件に
小規模保育を連携機関で設置できないか。
A小規模保育事業も継続した保育の実施
に向け、連携施設の確保を考慮した運営
事業者の募集方法などを検討したい。

2月13日から27年第1回定例会が開かれています。この定例会では、
主に27年度予算案などを審議します。
会期日程などの詳細は市議会ホームページをご覧ください。
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■臨海部への鉄道アクセス
Q初期投資の軽減や費用対効果も考慮
し、ＬＲＴ(★9)なども視野に、鉄道ネ
ットワークの構築を議論すべきでは。
A鉄道交通などの最新動向も踏まえ、交
通体系の将来像を広く検討していきたい。
■アレルギー性疾患対策
Q今後の対策を前進させるため、担当部
署の一本化や条例名の変更が必要では。
A成人ぜん息患者医療費助成事業の経過
や他の疾患の医療費助成とのバランスや
公平性などを考慮しながら、制度のあり
方を検討していきたい。

27年1月3日にテレビ神奈川で議長・副議長の
「新春対談」が放映されました。
浅野文直議長（中央）、飯塚正良副議長（右）

宮前区役所こども支援室が開設している
フェイスブックのページ

自主防災組織の活動

●26年10月

議長・副議長の主な出席行事（26年10月～12月）

11日㈯
19日㈰
28日㈫
30日㈭

第41回川崎みなと祭り開会式
第37回川崎市ろう者のつどい
第52回川崎市社会福祉大会
向ヶ丘遊園駅連絡通路開通式典

●26年11月
1日㈯
7日㈮
10日㈪
12日㈬
16日㈰

第37回かわさき市民祭り開会式
第33回川崎市保育会保育大会
第43回川崎市文化賞等贈呈式
第64回川崎市更正保護大会
川崎市制90周年記念
2014川崎国際多摩川マラソン

●26年12月
6日㈯
22日㈪

障害者週間記念｢第34回川崎市民のつどい｣
川崎市児童家庭支援・児童虐待防止フォーラム2014

高津区
 か す    や　        よ う     こ

粕谷  葉子
（無所属）

川崎区
    さ     の　         よ し  あ き

佐野  仁昭
（共産党）

川崎区
 い わ  さ き         よ し  ゆ き 

岩崎  善幸
（公明党）

幸区
かぶら    き　        し げ    や

鏑木  茂哉
（自民党）

多摩区
 す が  わ ら       すすむ 

菅原  進
（公明党）

中原区
 い ち    こ           て る    み

市古  映美
（共産党）

川崎区
 し ま   ざ き        よ し     お 

嶋崎  嘉夫
（自民党）

高津区
   ご    と  う       し ょ う い ち

後藤  晶一
（公明党）

幸区
   お      だ             り      え      こ

小田  理恵子
（無所属）

多摩区
   み  や  け        り ゅ う す け 

三宅  隆介
（無所属）

麻生区
 か つ  ま た         み つ    え

勝又  光江
（共産党）
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★5 院内学級
長期間入院している児童生徒が治療
を受けながら学習できるように病院
内に設けられる学級のことです。

★6 かわさき☆かがやきプラン
第３期市男女平等推進行動計画のこ
とで、男女が平等で共に参画できる
社会をつくるための市の基本的な目
標と施策の方向を示し、具体的に実
施する事業を体系づけたものです。

★7 ＥＳＣＯ事業
Ｐ２  (★1)ＥＳＣＯ事業を参照

★8 用途地域
都市計画法により、都市の環境保全
や利便の増進のために、地域におけ
る建物の用途に一定の制限を行う地
域のことで、大きく住居系、商業
系、工業系に類別されます。

★9 ＬＲＴ
Light Rail Transit（ライト・レール・
トランジット）の略で、低床車両、
低騒音・高速化などを実現し、利便
性を高めた次世代の軌道系交通シス
テムのことです。

このほか、各種行事に出席しています。


